平成１９年１１月１６日（火）　観光特使交流会で出された意見

●何人かで、お酒を飲みながら行きたい。そのような場合にバスとかの手配をすぐにできるような仕組みはないのか？あれば教えてほしい。

　　　おもてなし県民会議の中にいろいろな業界の方に入っていただいている。バス、タクシー　関係者に入っていただいているので、おもてなしアクションプランにもそういったことを反映していきたいと思っている。

●｢花・人・土佐であい博｣関係で、東京・大阪でのＰＲはどのようにするのか？

　　　特別にであい博をやりますというブースを設置してのＰＲは考えてないが、紙面の媒体を使って、口コミでと考えている。であい博のイメージがつかみにくいことがあるので、じっくりとした宣伝をできたらと思っている。
　　　スーパーよさこいとかの物産展のブースで宣伝を行っている。

　　　高知県でキャンプを張っているサッカーチームの試合にも出て行き、ＰＲをしている。

　　　高知新聞、ＡＮＡの機内誌にも掲載した。

　　　プレであい博のＰＲとして、中国地方、四国地方の新聞も活用。
　　　高知新聞では１面、であい博のＰＲを掲載。
　　　各社の高知支店長にご協力いただき、ＪＡＬ、ＡＮＡの機内誌にも本番前に広告を掲載予定。
●ミュージアムの資源を活用して、こういうイベントに利用できないか。

例えばある時期に地域全体を博物館に見立てるイベント。その中に各個人の家があり、個人の家にもお宝があると思うので（例えば和菓子屋さんだったら、和菓子の道具などの陶器を持っている、自転車屋さんだったら昔の三輪車があったりなど）、お宝を展示し披露する。その地域のイベントの一つとして、地域が博物館、ギャラリーになるというような、そういう地域住民参加をベースとしたイベントもできないものかなと思っている。

　　　高知の古い町並みを歩くという、町並みウォーキングを今回の地域イベントにたくさん取り入れている。佐川の町歩きだとか吉良川、奈半利の町歩き。東部は町歩きと併せて、ご家庭である古いおひなさまを出して、それを見せている。プレの中の塩の道のスタート地点である、旧赤岡の町歩きを弁天座とか絵金蔵と併せてウォーキングをしていこう。というような取り組みをしている。町全体を博物館に各ご家庭の昔の珍しいお宝を展示いくといったご提案は大変おもしろい取り組みだと思うので、各地域に投げていきたい。
●生活体験的なレベルで、自分の生活の中で年に１回～２回、何年に１回か行きたいと言う様な気持ちが起きるようなおもてなし、人との交流が一番大事なんじゃないかと思う。地域の、地元の人が主役で、それを県外の人にもアピールして一緒に体験していくということをやっていただきたい感じがする。

　　　高知で勤務された方は、こんないいところは無いという感じで、高知に何回も何回も足を　運んでいただき、リピーターになっていただいている。一度高知へ足を運んでいただければ、高知の良さがわかっていただける、ということで、そういう点からすると、情報がきちっと出せてないというようなこともあろうかと思う。高知県観光ビジョンの中で、光をあて、光り輝く、光を出すという、光をあてるということは、それぞれの地域が今、それぞれで元気になっていこうということで、いろんな体験のメニューであるとか、農家や漁家の宿泊施設といったものを取り入れたり、地域は元気になっている。地域に光をあてるということでは順調に進んでいるが、自ら光輝く取り組みといったところでは、やはりおもてなしであるとか、景観、美化、二次交通の整備、そういったところがまだまだ不十分である。光を発する、まさに情報発信をするということも（われわれもきちんと情報収集し、効果的な情報を発信していくということ）まだ十分ではないんじゃないかというような中間報告も出ている。こういったことも含めて今日、ご意見をいただきたい。

●観光資源の開発を地元の人たちでやる必要があるのではないか。テーマ性をそれぞれの地域で創り上げていくとか。

　世界遺産が今かなり世界的に有名で、注目を集めている。すでに検討しているかもしれないが、県遺産というようなものをしかるべき機関が認定をするのはどうか。例えば、野根山街道とか、維新の遺跡・遺産を、テーマ性を持って、地元の人たちが創り上げていく。県内の人たちはまずそれを愛する。そこで野根山街道を歩いてみる。よさこいは自分たちで創り上げたもの、それが全国に波及していった。同じように県内の人たちが自分たちの中の観光地をどのように開発していくのかこれを支援するのが、大きな課題ではないかと思う。

●地元の人は地元の資源資産に関して評価ができない、してない。だから、僕たちが外からこれはとてもすばらしい貴重なあるいは誇りとなる物なんだよという風に価値付けをしてあげないとなくなる恐れがある。地元の人たちや郷土史家がいくら貴重だと言っても、郷土史家よりも東大の先生が言いましたって言ったほうがぜんぜん違う。そういうところはよくないかもしれないが、そういうところをうまく活用して外のわれわれが地元の再評価をしていくということをしていく必要がある。

●であい博のくろしおくんのついた名刺を、あちこちに配りまくっている。かなりの方から、であい博やるの？何ですか？って聞かれる。ふつう、○○博って付くとパビリオンとかあって・・っていうイメージなものだから、そういうものかな？！って。連発花火みたいなイベントですから、説明にちょっと窮する。連発花火みたいに県内でいろんなことをやっていくんですよ。ホームページを見てください。というような話もいろいろしている。高知ってよそと何がちがうの？っていう話がよくでる。自然とかもてなしとか恵まれたものはたくさんあるが、今回のであい博、なにがちがうの？っと言われると答えに窮するところがある。痛感しているのは、高知どうですか？って聞くと、長期・中期で滞在したい人がたくさんいる。空き家が非常に多いので、空き家を有効活用して中期、長期で滞在をするとか、地元の人たちと酒を飲みたいとかいう話もよく聞く。地元の人と触れ合う仕組み、一杯飲んで・・・というような。これになにか高知にしかない仕組み、もの、コースでもいいから、今からでも間に合うなら、まだ一年あるので、いろいろ工夫していただければと思う。

　　　酒文化が非常に気に入っている。高知の酒は人の心をうつというか、人間の距離感を縮めてしまうという特徴があるので、これは前面に出していきたいと思っている。空き家の有効活用という大変貴重なご意見をいただき、県政を進めていく上で、参考にさせていただく。プレであい博は、地元の人に参加していただき、地元の良さを見直してもらいたいということで取り組んでいる。日帰りのメニューについては、ほぼ満員状態になりつつある。この辺は一定地元の資源の評価をしていただけるのかなと思っている。一泊の部分はこれから努力をしていく必要がある。

●であい博、モニターツアーにすでに参加させていただいた立場から言わせていただくと、３点。まず、いろんな地域、高知は広いので、ここまで何キロ、ここまで何時間で行けるとかはあるが、高知を中心に考えないで、例えば、徳島からどのくらいで行けます、高松からどのくらいで行けますという風なことを入れると、別の県に来た方も、じゃあ高知も行ってみようというようになるかもしれない。昔のように時間がかからず、来られるようになっので、そういうセールスの仕方もあるのではないかと思う。

　高知を巡るとなると、電車は使わない（降りたら、次の電車がいつくるかわからない。）。レンタカーを借りる。一番困るのが、国道５５号線、５６号線以外で、向こうからバスが来たらすれ違えるのか？。山の中に入っていくと、普通のドライバーだったら、ちょっと怖くなって、奥まで行けなくなるんじゃないか・・・といったような、そのへんの情報がわかると嬉しい。例えば、レンタカー会社の事務所の中に、この道を通るとどのくらいで行けますとか、この道は慣れた方でないと危ないですよとかの案内をしていただけると、南国高知を楽しめる方が増えるんじゃないかと思う。

　最後はプレのときに思ったんですが、各地でいろいろな料理がでます。今回食べさせていただいたのは、しらす丼、北川のゆずを使った料理とかがあった。価格設定がちょっと高いかなと思った。しらす丼一杯、ごはんにしらすをのせて、大根おろしをかけて、８００円。であいを求めて来て８００円だったら、８００円東京で食べれるかなと思ったし、田舎すしがあって、天然の鮎とか出していただいたが、３，０００円と聞いている。田舎すしだけなら、サンシャインやナンコクスーパーで３５０円～４００円で売っているもの。その辺を考えるとちょっと価格設定が高いのでは・・・と少し思った。

●車で走って、看板が見づらいとか、ないとかは何度か経験をした。室戸岬に行って上の展望台に上がろうと、地図を見ると、県道でスカイラインを入っていくんだなと。曲がるところに道の名前が出ているものだと思い込んで走っているものですから、最御崎寺というお寺の看板は出ているが、スカイラインの看板はない。
　五台山の展望台がすごくきれいなので、子供を連れていって、写真を撮った。後ろの景色はすごくきれいだが、展望台の壁がひび割れてて写真で見ると冴えない。観光を大切にする姿勢というか、全部作り換えるとかの話ではなくて、壁は少し塗り替えようとか、足元からひとつずつということと思うが、ひとつ検討をお願いしたい。

　　　お話いただいたように、非常に気がつかないことが多くあった。今、お話を聞いたようなところへも行き、そのとおりだと思う。県庁内の女性グループに空港から得月楼の前でバスを降りた途端に、案内板がないので、県外の方がその時点でどこにいるのがわからないという状態になっているということ。あそこに案内板を設置しようと、高知工業の生徒さんに協力してもらって、今作業をしてもらっている。できるだけ早く設置したいと思っている。西の方へ行くと、とんぼ公園の看板はたくさんあるが、看板に沿って行くと、住宅街に入って行くとか、西の方から来るとそのまま山の方に上がって行くとか、われわれ気づかないことがいろいろあり、そういった改善に取り組んでいるので、高知で、こういったところはおかしいといったことがあれば、ホームページ等に書き込んでいただきたい。
●高知県にいくら来てくださいと言っても、飛行機、車、船、船は直行便がなくなっているが。それを考えると、労力がかかる。小さな劇場でいうと、一貫性をもった形で観客を呼ぶ、リピーターをどれだけ呼ぶか。日々のお客さんたちは、毎回違う。そういった人たちをどうやって満足させるか。精度を上げるのではなくて、同じものをどうやって提供していくのか。高知県でいうと、高知県の変わらない良さをどうやって提供していくのかということが重要だなと思う。
　ミクロの視点とマクロの視点で見る。もっと全体を見れば、海空川山、全部見てどうなのかということ。
　であい博はたくさんの企画で、たくさん日程を組んで、大変だと思う。劇場で行うような催し物のような、一貫性を持った形でもっとキーポイントを絞っていければ、お客さんも増えるだろうし、もうちょっと高知県を愛してもらえるのではないかと思う。
